
 

 
 

支払基金統一事例 

【 投薬 】 

 

３９０ シクロスポリン【内服薬】とミコフェノール酸モフェチル製剤の併

用投与について 

 

《令和６年１１月２９日》 

 

○ 取扱い 

 

骨髄移植における移植片対宿主病（ＧＶＨＤ）の発症抑制に対するシクロス

ポリン【内服薬】（ネオーラルカプセル等）とミコフェノール酸モフェチル製

剤（セルセプトカプセル等）の併用投与は、原則として認められる。 

 

 

○ 取扱いを作成した根拠等 

 

ネオーラルカプセルとセルセプトカプセルは、添付文書の効能・効果に「骨

髄移植における拒絶反応及び移植片対宿主病の抑制」、「造血幹細胞移植にお

ける移植片対宿主病の抑制」と記載されている。また、前者の作用機序として、

「主にヘルパーＴ細胞の活性化を抑制するが、サプレッサーＴ細胞の活性化

を阻害しない」と記載されており、後者の作用機序は、「イノシンモノホスフ

ェイト脱水素酵素を不競合的、可逆的かつ特異的に阻害することにより、ＧＴ

Ｐ、デオキシＧＴＰを枯渇させ、ＤＮＡ合成を抑制し、結果としてリンパ球の

増殖を選択的に抑制するものである」と記載されており、それぞれ異なる作用

機序を介して臓器移植後の移植片対宿主病の発症を抑制する。 

以上のことから、骨髄移植における移植片対宿主病（ＧＶＨＤ）の発症抑制

に対するシクロスポリン【内服薬】（ネオーラルカプセル等）とミコフェノー

ル酸モフェチル製剤（セルセプトカプセル等）の併用投与は、原則として認め

られると判断した。 
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